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内 容 の 要 旨 
 
 楊帆氏は、論文 17 点、学会発表 16 回（いずれも共著・共同発表を含む）などの業績を
有しており、当該博士学位請求論文（以下、本論文）はこれらのうちとくに関係するもの
を踏まえて作成されたものである。本論文の文字数は約 19 万字（図表を除く）にのぼって
おり、本研究科が基準とする 8 万字の倍以上の分量となっている。 






















 第 1 章「中国考古学の流れ」では、中国考古学史について、理論や方法の根幹とも関係
するとみられる外国考古学（欧米と一部日本も含む）からの影響に着目しつつ、第 1 節で
以下の各時期に大別して、社会的状況や国際関係などのコンテクストに触れながらその「激
動の歴史」が述べられている。1）1920 年代から 1949 年の「新中国」の成立以前、2）「新














































 第 3 章「中国考古学における 3D 技術の適用」では、今日の中国考古学を理解するうえで
近年顕著な新しい分析・調査手法のうち 3D 技術の導入とその実施・利用の状況が事例とと
もに紹介・検討されている。中国では、2000 年以降に 3D 技術が文化財に適用されるよう
になり、考古学の様々な対象に急速に広がっていることが多数の事例を挙げて示される。













 第 4 章「中国考古学の研究動向分析」では、数量的把握に基づく本格的な研究動向分析

























































審 査 結 果 の 要 旨 
 
1．評価 


































































の実践やその中での属性分析や多変量解析、あるいは SfM-MVS による 3D 技術の適用な
ども自ら実施していることが示されており、そこに表れているように楊氏は考古学におけ
る手法においても自ら実施できる技能と見識を持っていることが確認される。  
 また、世界の多様な考古学（archaeologies）のあり方については欧米諸国を中心に議論
や認識が深まっているが、そうした背景も考慮されていること、さらに中国考古学の「特
殊性」が単に歴史的・社会的コンテクストの差だけでなく、より根本的な考古学の存在理
由に関係していることも読み取れるところである。本論文中の議論の随所にも見られるが、
研究上の洞察力も身に付けていることがうかがえる。  
 なお、本論文については、図を最小限に絞っているが、理解の助けとして増やした方が
よいのではないかという意見が出た。また、本論文でも指摘されたように中国では欧米あ
るいは日本への留学から帰った研究者が増えているにもかかわらず、表面的変化はあって
も学界の本質部分はなぜ変化しにくいのかという点について、「学問の再生産」の構造に着
目し、大学内部の構造や教育のあり方などを分析してもよく、またジェンダーについても
大学教員の男女比や、大学や学界で影響力のあるポストの男女比を出すことも重要となろ
うという指摘があり、意見が交わされた。ただし、これらは今後の課題として取り組むべ
き事柄であり、現段階でも本論文は十分なレベルに達しているといえる。  
 本論文はユニークな観点から、表面的ではない中国考古学の特質を、説得力をもって抽
出できているというべきであり、博士号取得に相応しい水準の内容と完成度を備えた優れ
た研究として評価できる。したがって学術的寄与が期待でき、学界への影響についても、
今後中国考古学や他地域の考古学について類似した研究が行われるとすれば、方法論の上
でも本論文が参照されることが期待される。 
 
2．結論 
 本論文は、以上のように独創性と新規性に富み、優れた研究のための研究デザイン能力
と遂行能力によることを示しており、国際比較から相対化する能力に優れ、柔軟かつ鋭い
洞察力をもつに至っていることが認められる。今後の発展・展開の可能性もあり、将来性
のある研究といえる。さらに、業績等の書類による審査、口頭試問による最終試験、論文
公開発表会を通して、本研究科の博士後期課程を修了し自立した研究者として活動するに
相応しい外国語能力、専門知識と幅広い関連諸科学への知識、学力、見識等のいずれにつ
いても優れたレベルに達していることを確認した。また、本論文および業績等が示すよう
に、優秀な研究者として今後の活動が期待される。なお、本論文の重要性に鑑み、書籍等
での出版も検討するよう勧めるものである。  
 以上、「研究者としての自立性」、「専門研究の独創性」等の本研究科における博士の学位
授与要件を満たしていると判断する。本委員会は全員一致で、楊帆氏は博士（国際文化学）
の学位を授与されるに値すると認めるものである。  
